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TheRα勿ろo泌の 購 造 イ メ ー ジ の
i
発想,及 び錯綜 と展開
森 晴 秀
(i)
「小 説の筋が或 る人物 を中心に発展す る ことを期待 されては困 ります.
人物 は或 る種 の別な リズ ミックな形式に従 うのです」TheRainbowに不
満を持 ったEdwardGarnettに対 しLawrenceが叩 きつけた手紙(1914,
6,5)の一 節 とし て,こ の言葉 はあ ま りに も有 名であ る.作 者の言 葉通
り,特v71加Rα 勿∂oτθにおいては,諸 人物 の行動やそれに伴 う精神 面の
葛藤が表面 に現われ て プロッ トを支え る要 素 とはな らず,む しろ彼 らの個
性 を超 えた生命的な直観,即 ち 「意識の も う一つの中心」`anothercentre
2
0fconsciousness'を通 じ,現 実世界に対 して なされ る反応が描写の対象
にな ってい る.宇 宙や地 上の 自然 の背 後に潜む根元的で神秘的な生命 力を
お
思わせる各種のイメージや,人物の体内に脈打つ血液 の流れを直接感 じさ
せるような文章のリズムそのものが,時 として主題とな り,或いは主題 と
密接な関係を保ちつつその背景 として織 り込まれてゆ くのはそのためであ
る.
Lawrenceの思想については今更言を俟たぬ.又TheRainbowに現わ
イ
れ る種 々のイメージの特殊性について も,す でにHoraceGregory以来最
ら 　 ア
近 で はF.R.Leavis,EliseoVivas或い はMaudBodkinに 到 る 多 く の 学お
者達が適切 な批評 を試みてお り,文 章の リズムに関 して も,H.T.Moore
が指摘 してい るか ら,こ こではそれ らの詳細 は述べ ない.た だしEliseo
Vivasが小説 の構成要 素 としての働 きを有 す るイメ ー ジ を い み じ く も
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`constitutivesy皿bol'と名づけ
,そ れがTheRainbowやWomenin
Love等に多 く現われ ると指摘 してい るのは注 目に価 す る.だ がそ うい っ
たイ メージに対す る読者の注意を喚起 し ょうと努め ることにのみ急で,彼
はそ の よ うな個 々のイ メー ジが どの よ うに して他の イメージへ と繋が って
ゆ き,遂 には小説全体を有 機的に纏 め上げ る働 きを してい るかは述べて い
ない.この小論 の 目的は,従 って,先づTheRainbowにおけるLawrence
の詩 的発想法 の典型的な例を示 し,そ うして出来上 った一つの纏 りを持 つ
イメージ或いはpassageが如何 にして他 の種 々のイメージと織 り合わ され
つ つ展 開 し,小 説の主YLV-1着しでゆ くかを解明す るにあ る.
(ii)
人物を動物 に喩}xて描 く方法 はLawrenceが好んで 用いた手法 の一 つ
であ る.St.Mawrでは 「馬」 自体が作 品のシソボルにな って いる程で あ
り,動 物 のイメージを取 り去れば,彼 の作晶を成立 させ る重要 な要素の一
つ が失われて しま うご そ うい ったイ メージの最初の纏 りを示す のがTlae
Rainbowであ り,'次の引用文 によっても分 る通 りこれ程mし て一人 の
人物 に動物 の比喩が連 続的に使 われ て筋の盛 り上gを 見せ るのは,長 篇小
説で は この作 品だけである.Williamの目つ きを描 く`intent'`twinkling'
`quick'`steady'等が連続的なvariationを伴 って繰 り返 され,最 初 は
9
漠 然 と し た イ メ ー ジ が 「鷹 」 に 絞 られ て ゆ く 過 程 に 注 意 す べ き で あ る.
(も っ と も こ れ は 数10頁 一 厳 密 に はp.102か らp.224附 近 に 到 る一 連 の
描 写 で あ っ て,筆 者 は そ の 文 脈 全 体 を 念 頭 に お い て い る.)
SherememberedhercousinWill.Hehadtownclothesandwas
thin,withaverycurioushead,blackasjet,...,ofsomeanimal.
(102.以下 数 字 はHeinemannPhoenixEd.の 頁 数)/Brangwen'seyes
weretwinkling.(103/Shemetthelightbrowneyesofhercousin,
closeandintentuponher.(103)/Hehadgolden-brown,quick,steady
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 •eyes, like a bird's, like a hawk's, which cannot look afraid.  (104)/ 
She was aware of Will's eyes shining steadily upon her, waiting for 
her to speak. (107)/ ... his dark face glowing.  (110)/ ... his eyes al-
ways shining like a bird's. (110)
Williamはバ タY'_`模様を捺す木彫 りの押型をAnnaの た めY'作る.模
様 は鷲 の よ うな火の鳥.続 く引用文 は彼V'関してそれ までに出たすべ ての
イ メ ージの集約 であ る.
 In the  cool dairy the candle-light lit on the large, white surfaces 
of the cream pans. He turned his head sharply. It was so cool 
and remote in there, so remote. His mouth was open in a little, 
strained laugh. She stood with her head bent, turned aside. He 
wanted to go near to her. He had kissed her once. Again his 
eyes rested on the round blocks of butter, where the emblematic 
bird lifted its breast from the shadow cast by the candle flame. 
What was restraining  him  ? Her breast was near  him  ; his head 
lifted like an eagle's. She did not come. Suddenly, with an  in-
credibly quick, delicate movement, he put his arms round her and 
drew her to him. It was quick, cleanly done, like a bird that 
 swoops and sinks close, closer. 
  He was kissing her throat. She turned and looked at him. Her 
 eyes were dark and flowing with fire. His eyes were hard and 
bright with a fierce purpose and gladness, like a hawk's. She felt 
him flying into the dark space of her flames, like a brand, like a 
gleaming hawk. (112)
この後同様 のイ メージが119,121,122,123,132,150,155,156,157,
Tetc.の各頁に 断続 的に繰 り返 されつつ再びの引用の 場面へ と発展す る.
ユ30頁前後 の例で も`intent'その他 がWilliamの目差 を描 くのに用 い ら
　　
●
れ た.こ こで も一行 目の`theintent,farlookofhiseyes'まで読む時r
これ に似た ものが以前 に現われた こ とを瞬 間的 に思 い出す.そ の印象は次
の行で`intent'が再 び繰 り返 され て`intent,yetfar,notnear,notwith、
her'とな るこ とや この文 の 息切 れす る ような リズムによ っても裏付け さ
れ る.そ して遂 に我 々の予期す るものが 「鷹」 のイメージ とな って現われ
　む
る.
 And she loved the intent, far look of his eyes when they rested 
on  her  : intent, yet far, not near, not with her. And she wanted 
to bring them near. She wanted his eyes to come to hers, to know 
her. And they would not. They remained intent, and far, and 
proud, like a hawk's, naive and inhuman as a hawk's. So she loved 
him and caressed him and roused him like a hawk, till he  was 
keen and instant, but without tenderness. He came to her fierce 
and hard, like a hawk striking and taking her. He was no mys-
tic any more, she was his aim and object, his prey. And she  was 
carried off, and he was satisfied, or satiated at last. (159)
(iii)
彼 らの結婚生 活は,「 霊」 とい うよ りはむ しろ 「肉」 と 「肉」 との激突
か ら来 る葛齢 こ終始す る.比 重 は次第にAnnaに かか り,Willamはその
重圧に拉がれ る.そ れ と共に,求 愛 と結婚当初 の愛 の激烈 さを示す 「鷹」
のイメージは消 え始 め,「 暗黒」や 「洪水」 のイメージが現われて くる.
次例 中183頁の`Itwas_fastened'まで のものは 「鷹」 のイメージの名
残 りを示す と共 に,す で にそ の中に も次 のイメージへ と移動す る端緒が見
られ る.の
　　He,　on　the　other　hand,　blind　as　a　subterranean　thing,　just　ignored
the　human　 mind　and　ran　after　his　own　dark-souled　desire,　follow一
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inghisowntunnellingnose.(170)/Hewasdarkbrowed,buthis
eyeshadthekeen,intent,sharplook,asifhecouldonlyseein
thedistance;whichwasabeautゾinhim,andwhichmadeAnna
soangry.(173)/Somevast,hideousdarknessheseemedtorepre-
senttoher.<182)/Itwashorriblethatheshouldcleavetoher,so
close,soclose,likealeopardthathadleaptonher,andfastened.
...Hewentonfromdaytodayinablacknessofrageandshame
.andfrustration.Howhetriedhimself,tobeabletogetawayfromノ
her.Buthecouldnot.Shewasastherockonwhichhestood,
withdeep,heavingwaterallround,andhewasunabletoswim.
Hemusttakehisstandonher,hemustdependonher.Whathad
heinlife,saveher?Nothing.Therestwasagreatheavingflood.
Theterrorofthenightofheaving,overwhelmingflood,whichwas
hisvisionoflifewithouther,wastoomuchforhim....Theonly
otherwaytoleaveherwastodie.Theonlystraightwaytoleave
herwastodie.Hisdark,ragingsoulknewthat.Buthehadno
desirefordeath.(183)
「ヤ マガラ」の場面(p.191)の前後V'到るまで二人 の争 いは続 き,女
の勝利が確認 された後小康を得 て 「虹」が現われ る ことY'なってい る(p.
ユ92).183頁のこの 「洪水 」のイ メージは先代のTomの 死の場面(第 九
.章)V`い て大 きな反響 を示 したのち,三 代 目のUrsulaとAntonの求
愛の場 面に連 な ってゆ く.(To皿の死 の直前 の第八章 か らUrsulaに関す
る具体的な言及が始 ま り,彼 の死 の直後祖母Lydiaと 幼いUrsulaとの 齒
対話が描かれてい るのは,当 然 「栗」 叉は 「くるみ」(後 述)と 共 に 「再
生 」を表わす イメージ として も重 要であ る.
UrsulaとAntonSkrebenskyの場合Y'は,「暗黒」 と 「洪水 」は 「動
物 の脇腹」 のイ メージと重な る.(こ の 「脇腹」 のイメージが後Y'また別
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の一つの要素を引き出し,更 に複雑化することV'ついては後述する。)ち
ょうど 「鷹」の場合にそ うであったように,今 度 も連続的に繰 り返 されつ
つ前後の文章の息づまりを覚えさせる激しい リズムと相俟 って,最初は漠
然としたイメージが具体化してゆ く.この場面の描写も緊密でしか も長い
ため全文の引用は不可能である,以下は二人が野外パーテ ィに行 くところ.
 The farm-buildings loomed dark in the  background  . ... To Ursula 
it was wonderful. She felt she was a new being. The  darkness 
seemed to breathe like the sides of some great beast, the  haystacks 
loomed half-revealed, a crowd of them, a dark, fecund lair just  be-
hind. Waves of delirious darkness ran through her  soul  .  ... The 
darkness was passionate and breathing with immense,  unperceived, 
heaving. (315-6)
次い で 「動物 の脇腹 の よ うに息 吸き喘 ぐ闇」 のイ メージは 「洪水」 の イ
メージに転 ず る.
 "  Come
," said Ursula to Skrebensky, laying her hand on his  arm.. 
 At the touth of her hand on his arm, his consciousness  melted 
away from him. He took her into his arms, as if into the  sure, 
subtle power of his will, and they became one movement, one dual 
movement, dancing on the slippery grass. It would be endless, this. 
movement, it would continue forever. It was his will and her  will 
locked in a trance of motion, two wills locked in one motion,  yet 
never yielding one to the other. It was a glaucous, intertwining,. 
delicious flux and contest in  flux  . 
 There was a wonderful rocking of the darkness, slowly, a  great,. 
slow swinging of the whole night, with the music playing lightly 
on the surface, making the strange, ecstatic, rippling on the surface 
of the dance, but underneath only one great flood heaving slowly
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backwardstothevergeofoblivion,slowlyforwardtotheother
verge,theheartsweepingalongeachtime,andtighteningwith
anguishasthelimitwasreached,andthemovement,atcrises,
turnedandsweptback.(316-7)
こ の 場 合 の 「洪 水 」 は,AntonがUrsulaを 圧 倒 し ょ う と す る 破 壊 的
な 意 志 を 表 わ し,文 章 の リズ ム は(引 用 し な か っ た 部 分 の リ ズ ム を も考 慮
に 入 れ て)男 の 手 か ら 逃 れ 出 よ う と腕 く女 の 体 内 を 流 れ る 血 の 脈 動 を 伝 え
ていて,そ漉 立証する泊 分を屈服させようと勤 男の勤 臆 志塑
の脱出を求めるUrsulaは,そのすぐ後に出る 「月」によって救われる.
彼女の胸は月光によって,う ち震えるアネモネのように開花する、 「鷹」
や 「洪水」の場合 と同様,一 つのイメージが自然にその質を変 じて他の要
素へ と展開しつつ具体的に纏 まってゆ く過程がこの月の出の場面にもみら
れる.こ れはTheRainb・wYこおけるL・w・enceの詩醗 想法の基本的
なパタソであって,こ の作晶V'現われる個々のイメージを他から孤立した
静的なもの としてよりも,有機的Y'他のイメージ,ひいては小説全体 と直
接繋がってゆ く動的なものとしてとらえるべき理由がここにある.なぜな
ら,一つのイメージがそ ういった錯綜 と展開を繰 り返えす過程そのものが
この小説の筋に他ならぬからであ り,「言葉」による観念的理解や説明をr
排撃し,旬意識の表面には現われない次元において対象を直観的に,盲 目の
中に把握しょうとする作家の思想 とも一致するからである.
(iv)
Antonの 「暗黒 の世 界」 とは 「霊」 を伴わ ぬ 「肉」 のみの世 界を意味
つ
し,Ursulaが救 いを求めた 「月光 」は 「肉」を伴わぬ 「霊」 のみ の世界
を この場合は意味す る.従 って野 外J¥'一一テ ィの場面におけ るそれぞれのイ
メージが 「霊」 と 「肉」 の斗争 と調和 とい うこの作晶 の主題を表わ してい
るのは明白であ る.
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さ て,男 の そ うい っ た 世 界 か ら 抜 け 出 し たUrsulaは,今 度 は 母 親Anna
が 代 表 す る 「肉 に 比 重 の か か り過 ぎ た 暗 黒 と 豊 饒 の 世 界 」 か ら も 逃 れ 出 る
た め に 小 学 校 教 員 を 志 願 す る.男 の 世 界 の 壁 に ぶ ち 当 っ た 彼 女 が 姶 め て,
日 常 的 な 意 識 の 光 の 届 か ぬ 所 に 暗 黒 の 世 界 が 厳 然 と し て 存 在 す る の を 知 る
の は,あ の 有 名 な ア ー ク 灯(pp.437-8)や 顕 微 鏡(p.441)の 挿 話 が 物
語 る 通 りで あ る.即 ち こ の パ ー テ ィの 場 面 に お け る 「暗 黒 と 」 と 「光 」 の
イ メ ー ジ を 契 機 と し て,小 説 の 主 題 が 本 格 的 な 展 開 を 始 め る 訳 で あ る.
こ こ で 我 々 は も う一 度315-6頁 の 例 を 検 討 し な け れ ば な ら な い.`The
darknessseemedtobreathelikethesidesofsomegreatbeast...'/
`Thedarknesswaspassionateandbreathingwithimmense
,unperceiv-
,edheaving.'/`onlythegreatfloodheavingslowlybackwardstothe
vergeofoblivion'とい うイ メ ー ジ は,実 は こ の 小 説 の 開 巻 の 場 面 に 見 出
さ れ る`theearthheaved'前後(PP.2-3)か ら の 反 響 で あ る上 に,例
の パ 一ーテ ィの 翼 朝Ursulaが 庭 に 出 た 時 の 大 地 の 描 写 に も現 わ れ,更 に は
終 り近 くに 出 る 「馬 」 の 群 に 連 な る こ とが 分 る の で あ る.先 づ 朝 の 庭 の 場
面 か ら 姶 め る.
OnthefreshSundaymorningshewentouttothegarden,among
theyellowsandthedeep-vibratingredsofautumn,shesmelledthe
earthandfeltthegossamer,thecornfieldsacrossthecountrywere
paleandunreal,everywherewastheintensesilenceoftheSunday
morning,filledwithunacquaintednoises.Shesmelledthebodyof
theearth,itseemedto.stiritspowerfulflankbeneathherasshe
stood.X322)
次 の も の は 「馬 」 の 場 面 か ら の 抜 萃 で あ る.
Inasortoflightningofknowledgetheirmovementtravelled
throughher,thequiverandstrainandthrustoftheirpowerful
flanks,astheyburstbeforeheranddrewon,beyond....Their
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great haunches were smoothed and darkened with rain. But the 
 darkness and wetness of rain could not put out the hard, urgent, 
massive fire that was locked within these flanks, never, never  .... 
She was aware of the great flash of hoofs, a bluish, iridescent flash 
surrounding a hollow of darkness. Large, large seemed the bluish, 
incandescent flash of the hoof-iron, large as a halo of lightning 
round the knotted darkness of the flanks. Like circles of lightning 
came the flash of hoofs from out the powerful flanks. (487)
雨に うたれて発病したUrsulaは,その後二週間の昏睡状態の続 く中
で,自 分を依然として拘束しつづけるAntonの世界か ら抜け出そ うと苦
しむ.こ こで再び魂の救済が必要となる.熱に犯された彼女の頭」,〉「樫の
実」のイメージが浮ぶことになっている.樫の実の固い殻は物質世界,或
Lいは魂によってまだ照し出されぬ暗黒の世界を意味する.新 しい豊かな大
地 にその殻を破って弾け落ちることは 「死」 と共に 「再生」を意味し,個
・性を超えた永遠の生命に結びつ く.即 ち彼女は一度否定的な暗黒を通 り抜
け,個 性の 「死」を体験することによって,肯定的でしかも積極的な意味
を持つ,よ り高め られた光の世界に救いを見出すのである.(この個所の
i直前(pp.489-492)には再び発想の典型的な過程がみられるのに注意すべ
きで,そ れの具体化が次の引用文である。)
 And again, to her feverish brain, came the vivid reality of acorns 
in February lying on the floor of wood with their shells burst and 
discarded and the kernel issued naked to put itself forth. She was 
the naked, clear kernel thrusting forth the clear, powerful shoot, 
and the world was bygone winter, discarded, her mother and father 
and Anton, and college and all her friends, all cast off like a year 
that has gone by, whilst the kernel was free and naked and striving 
to take new root, to create a new knowledge of Eternity in the
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 flux of Time. And the kernel was the only  reality  ; the rest  was 
 cast off into oblivion. ... 
   How long, how long had she fought through the dust and ob-
 scurity, for their new  dawn  ? How frail and fine and clear she  felt,, 
 like the most fragile flower that opens in the end of winter.  But 
 the pole of night was turned and the dawn was coming  in.  ...  Nay, 
 when she looked ahead into the undiscovered land before her, what 
 was there she could recognize but a fresh glow of light and  inscru-
 table trees going up from the earth like smoke. It was the un-
 known, the unexpected, the undiscovered upon whose shore she had 
 landed, alone, after crossing the void, the darkness which washed 
                                              12 
 the New World and the Old. (pp. 492-3)
こ の イ メ ー ジ は 彼 女 を 過 去 の 現 実 世 界 に お け る 不 毛 の 葛 藤 か ら 解 放 し,
次 い で 現 わ れ る 巻 末 の 「虹 」 の イ メ ー ジ の 前 提 に な っ て い る こ と は 明 らが
で あ る,だ が そ の 機 能 の 他 に,こ れ は ま た 別 の 働 き を 持 つ.即 ち,こ の 小
説 全 体 に 有 機 的 な 統 一 を 与 え て い る の で あ る.二 代 目 のAnnaと 結 婚 後 の.
WilliamY'関し て も,`Suddenly,likeachestnutfallingoutofaburr,,
hewasshednakedandglisteningontoasoft,fecundearth,leaving
behindhimthehardrindofworldlyknowledgeandexperience.(p.
141)'がみ ら れ,そ れ と前 後 し て,`theyweretheonlyinhabitantsof
thevisibleearth,therestwereundertheflood.(p.140)'とい う一
節 が あ り,「 栗 の 実 」 と 「洪 水 」 は,「 個 性 を 超 え た 新 し い 生 命 を 得 る」
と い う主 題 に 密 着 し つ つ 次 の 代 のUrsulaの こ の 場 面V'連 な る.(一 代 目
のTomに つ い て も そ の 前 ぶ れ と な る表 現 が あ る.(p.41))又 上 例 中 の
`likethe皿ostfrailflowerthatopensintheend'ofwinter,をま,The
Rainbowに お い て 作 家 が 見 事 な 成 功 を 示 し た 描 写 の 一 つ と し て 特 筆 す べ
ぎ 表 現 で あ る.本 論 で は 省 い た が,一 代 目 のTomとLydiaの 求 愛 の 描
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写(pp.46-51)は,「闇」 と共 に 「花 」 のイメージが集 中的 に用い られ
ていて,そ の後 も幾 度か繰 り返 されつ つUrsulaの月の出の場面 を経 て,
ここに一 つ のvariationとして現わ れてい る.更 に また,`whenshelook-
edahead,intotheundiscoveredlandbeforeher_'等Y'よって表わ さ
れ る 「未 知の遙かな世界」に対す る憧 憬 こそ,TheRainbowを通Lて 具
体化 し,そ ののちも変 るこ とのなか った この作 家の根本 的態 度の一つであ
る.主 要 な例 を挙げれば,開 巻の場面 の女 たち(PP.2-3),Tom(PP.44,
53,54,etc.),両親の息苦 しい豊饒 よ り逃れ よ うとす るAnna(pp。96-109,
etc.),彼女の前 に現 われ る虹 と旅 人の イメージ(pp.192-3),Williamの
教 会に対 す る反 応(pp.155,198),Ursulaの両親へ の反抗(pp.263-7.
352),Antonの出現(p.28$),再び旅人 のイ メージ(p.417),丘陵地帯 と
海 岸(p.433,465-6),海岸 の月(p.477),等であ って,こ れ らの各部分
は共通 の態度で貫かれてお り,そ れぞれ の箇所 は相 互に関係 しつつ今 引用
した この小説 の最後 の部分 の一節 に濃 縮 されてい る.こ の部分のイ メージ
は広い意味 において,い かな るものに も拘 束 されぬ生命力を暗示す るもの
であ るか ら,上 に言 及した以外 に小説 中に散在す るあ らゆ る部分的 な比喩
や表現,或 いはそれ らを含むpassage例 えば`pulseandbodyofthe・
soil'/`thelustureslidalongthelimbsofthemenwhosawit'/
`The
y...heldlifebetweenthegripoftheirknees.'/`younggeese・
palpitatinginthehand'(共にp.2)等 の小部分に始 ま ってAnnaの 授
乳 の場面(PP.189,210,etc.),それ か らのechoと して の乳を飲む小羊
の場面(p.285)その他を も同時に想起 させ ることは申す まで もない.
(v)
TheRainbowの筋を最初から纏めて述べ る余裕はないからそれを簡単
に示せば,即 ち大体次のようなパタンゐ繰 り返えしであることに気付 く.
審68
誕生一成長一両親の葛藤一父親 と娘との接触一両親に対する
娘の抵抗一恋人の出m求 愛一結婚一光 と闇の斗争一均衡一
アーチ又は虹のイメージ.
この ようなパ タンの繰 り返 しに往 々に して伴 う危険は,作 品が起伏 を欠
き,冗 長 に流れ て生 彩に乏し くな ることであ る.特 に作 者の意識 的で綿密
な計算 によ ってなされ る場合,か え ってその 可能性 は大 きい.だ がThe
Rainbowには,あ たか も固い毬 を打 ち破 って弾け落 ち る栗 の実の よ うに,
プ 冒ッ トの枠を内部 よ り打破 し ょうとす る何 ものかが潜 んでい る.そ れは ・
とりもなお さず飽 くこ とを知 らぬ生命 力であ るといえ る.同 じイ メー ジがコ
variationを伴 っ て 繰 り返 え さ れ る過 程 をE.K.Brownは`expand'す
エヨ
るといい,即 ちそれ を`rhythm'と呼 んでい る.TheRainbowの場 合に
はそれは単な るvariationを伴 った繰 り返 しに止 まらず,諸 人物 の内面的
外 面的変転 と密着 して,常 にそ の質を変 えつつ次 の段階へ とリズ ミックな
伸展を見せ るのであ る.本 論で示 した ような種 々のイメ ージが発 想され る
過 程や,そ うして 出来上 った様 々な基礎的 なイ メージが必然 的に叉別 の新
らたな イメージを発想 させ,そ の新 しいものに,作 家 自身の言葉 を借 りれ
む
ば 「第 四次元 の世 界 よ り得 られ るvitality」をつけ加 えてゆ く過程そ のも
の が,プ ロッ トの枠に束縛 され る ことを拒 絶す る.種 々のイメージの錯綜
と展開の過程は,主 旋律 に対す るvariation,或いは基調音 に対す る倍音
ともい うべ きものだが,奏 者の手 に力が入 り過 ぎて不協和音を 出し,主 旋
律 をか ぎ消 して しま うよ うな場合が 丁乃6Rα勿ろo測に時 々見 出され るのは
エさ
否定出来ない.だ が我hと しては,「迸 り砕け散る水に騒音がつきもので
あるように,混 乱 と不調和は,現 実の世界には避け 難いものだ」 という'
ユ　
Lawrence自身の言葉をその弁明 として思い出 さねばな るまい.
ユ.本稿は第12回日本英文学会中国四国支部大会(34年11月15日於鳥取大学)に お
ける研究発表の原稿 「リズムとパタンー ロレンス 『虹』 と 『恋する女たち』」 中
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